
令和２年度研究成果報告書                【継続：令和元～令和２年度指定】 
都道府県・ 

指定都市番号 

３ 都道府県・ 

指定都市名 

岩手県 研究課題番号・校種名 １ 中学校 

教科名 数学 

 

研究課題 

 

学習指導要領の趣旨を実現するための学習・指導方法及び評価方法の工夫改善に関

する実践研究 

○主体的に学ぶ生徒の育成 

〜数学の「学びのつながり」を生かした単元計画と授業改善及び評価計画の作成〜 
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研究内容等掲載ウェブサイト URL https://www.town.hiraizumi.iwate.jp/index.cfm 

/23,919,110,213,html 

研究のキーワード 

○学びのつながりを意識した単元の指導計画 ○全国学力学習状況調査問題の活用  

○指導と評価の一体化 ○振り返りの分析 ○カリキュラム・マネジメント 

研究結果のポイント 

○小学校の学習との系統性や内容のまとまりを意識した単元の指導計画を作成し，授業改善を推

進することができた。 

○諸調査の分析を生かし，つまずきを解消する手立てを工夫することができた。 

○評価問題や振り返りの分析による指導と評価の一体化を図ることができた。 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

主体的に学ぶ生徒の育成 

〜数学の「学びのつながり」を生かした単元計画と授業改善及び評価計画の作成〜 

 

（２）研究主題設定の理由 

本校では，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の在り方を探るため，授業での

「学習課題の設定」「学習課題追究・解決」「学習の振り返り」の三つの場面についての実践に取り

組んできた。各種調査では，全国比や県比でマイナスになった教科もいくつかあるが，教員側の指

導観の変容など，成果も見られる。 

 そこで，学校全体としては，主体的に学ぶ生徒を育成するための効果的な指導の手立てを研究で

引き続き探っていく。数学科では，前時までの既習事項との関連だけでなく，生徒が次時以降の学

習事項との学びのつながりを実感できるようにするために，系統性を生かした縦断的なカリキュラ

ム・マネジメントの視点を重視する。単元計画や評価計画の作成・見直しを繰り返し図ることによ

り，数学の「学びのつながり」を意識し，新学習指導要領の目標を踏まえ，統合的・発展的に考え

るなど，数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動の在り方を工夫していく。その際，各種調査

の学校質問紙と平均正答率のクロス分析等を踏まえ，単元計画や評価計画の作成・見直しと授業改

善を日々連動させることにより，数学的に考える資質・能力をより確かに育むことができるのでは

ないかと考え，本主題を設定した。 

 

（３）研究体制 
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（４）２年間の主な取組 
令
和
元
年
度 

・単元の「指導と評価の計画」の作成 

・授業研究会① １年２章「文字と式」（６月７日） 

・全国学力・学習状況調査結果分析 

・授業研究会② １年５章「平面図形」（10月 16日：拡大校内研究会） 

・先進校視察①（10月 30日：京都府立嵯峨中学校） 

・県学習定着度状況調査結果分析 

・先進校視察②（11月 25日：北海道教育大学附属函館中学校） 

・授業研究会③ ３年７章「円」「円と相似」（12月 19日） 

令
和
２
年
度 

・単元の「指導と評価の計画」の作成 

・授業研究会① １年３章「一元一次方程式」（９月７日） 

・全国学力・学習状況調査結果分析 

・授業研究会② ２年５章「三角形と四角形」（10月 28日） 

・生徒アンケートの実施 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 
① 数学の「学びのつながり」を意識した単元の「指導と評価の計画」を作成し，主体的に学ぶ

生徒を育成するための授業改善を図る。指導に当たっては，どのように数学的な見方や考え方

を働かせ，どのような数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成していくのかを

明確にした授業づくりを行うとともに，「指導と評価の計画」の活用を通して指導と評価の一体

化を図る。  
② 各種調査結果や，授業における観察，評価問題の分析などを通して，教師のねらいと生徒の学

習状況の間にあるギャップを捉え，誤答やつまずきの解消を図るための方策を検討する。また，

各種調査結果や学校質問紙，家庭学習，授業での振り返りの記述等の分析を通して，生徒自身が

既習事項や次時以降との学びのつながりを意識することができているかどうかを検証する。  
（２）具体的な研究活動 
① 実践事例１：１年 一元一次方程式 

 本時は，第１学年Ａ(３)一元一次方程式「イ(イ) 一元一次方程式を具体的な場面で活用する

こと。」に関わって，合唱コンクールの交代の時間を考える場面を通して，方程式を利用して問題

を解決する方法を考察する時間である。指導に当たっては，小学校との「学びのつながり」を意

識し，方程式を利用する方法だけでなく，算数で学んだ方法も取り上げた。二つの考え方の共通

点や違いを比較することにより，「捉えやすい数量関係に着目して立式できる」という，方程式を

利用することのよさや必要性をより強く実感できた生徒が増えたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 一方で，生徒の振り返りの記述から，具体的な場面から数量関係を読み取り，方程式をつくる

ことに困難さを感じている様子も見られた。これらの困り感やつまずきを解消するため，他学級

ではテープ図や言葉の式を黒板に明示し，視覚的にも数量関係を把握できるように改善を試みた。

その結果，テープ図や言葉の式を基にして考えを深める生徒や，解決過程を振り返って自分自身

の学びを深めることができる生徒が増えた。 

 【改善前】 

 

 

 

 

 

【身に付けさせたい資質・能力】 

知 方程式の必要性と意味及び方程式の 

  中の文字や解の意味を理解している。 



 【改善後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 実践事例２：２年 三角形と四角形 

 本時は，第２学年Ｂ(２)図形の合同「イ(ア) 三角形の合同条件などを基にして三角形や平

行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめたり，証明を読んで新たな性質を見いだしたりする

こと」に関わって，二等辺三角形の底角や，頂角の二等分線の性質を証明することを通して，

証明の必要性やその意味についての理解を深める時間である。全国学力・学習状況調査中学校

数学では以下のような問題が出題されており，その正答率はどちらも80％以下である。また，

同調査小学校算数の調査結果から，二等辺三角形の頂角を正しく捉えられていないことが考え

られる。 

 【中学校Ｈ29Ａ７(１)】    【中学校Ｈ27Ａ７(２)】    【小学校Ｈ27５(２)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらのことから，二等辺三角形の「底角が等しい

こと」と「頂角の二等分線は底辺を垂直に２等分する

こと」を２時間に分けて扱うのではなく，証明の必要

性やその意味の理解を深める内容のまとまりとして捉

えて指導計画を作成した。指導に当たっては，小学校

との学びのつながりを意識し，「紙を折って確かめる

こと」と「合同な二つの三角形に着目すること」を結び

付けることで，「間違いなくぴったり重なる」ことや，

「どんな二等辺三角形でも成り立つ」ことなど，証明

のよさや必要性を感じられるようにした。 

 また，「この証明から，底角が等しいことの他に分かることは？」と問いかけたところ，生徒

は自分たちで話し合いながら頂角の二等分線の性質を見いだし，その証明にも主体的に取り組む

姿が見られた。「証明から分かること」として一体的に扱うことで，図形の性質を演繹的に考察

することのよさを実感させることにつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身に付けさせたい資質・能力 

 【知】方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解している。

64．7％ 

78．9％ 76．5％ 

・小学校では折って等しいことを確かめたが，それだけ
では確かめたとはいえず，証明することでどの二等辺
三角形でもいえるということが分かった。 
・1つの証明からほかの性質も導けるということにびっ
くりした。 

テープ図 
言葉の式 

 身に付けさせたい資質・能力 

 【知】証明の必要性と意味及びその方法について理解している。 

 【思】証明を読んで新たな性質を見いだし表現することができる。 

折り目の線を
頂点Ａの二等
分線とみる 

生徒の振り返りの記述 

【小学校第３学年】 【中学校第２学年】 



③ アンケートの内容から 

４月と 11 月に実施したアンケートか

ら，生徒の学習意欲の変容が見られた。

各質問項目については全て「４：当ては

まる ３：どちらかといえば当てはまる 

２：どちらかといえば当てはまらない 

１：当てはまらない」の４段階とし，表

は肯定的な回答(４又は３)をした生徒の

割合である。主体的に学ぶ生徒の育成を

目指し，日々の授業を行ってきた結果，

質問項目５では，１年生において５％の

増加が見られる。また，質問項目９では，

１年生で７％，２年生で 11％の増加，質

問項目 14では，１年生で３％，２年生で

８％の増加が見られた。また，「学びのつ

ながり」を生徒自身が実感できるような

授業実践を繰り返す中で，質問項目 11で

は，１年生で 12％，２年生で 11％増加し，

生徒が主体的に学ぶことについて成果が

見られた。 

 

３ 研究の成果と課題（○成果●課題） 

○学習内容の系統性や時間のまとまりを意識した単元の指導計画の作成・見直しをすることで，

単位時間や小単元を見通し，身に付けさせたい数学的な資質・能力を明確にした授業を実施で

きた。また，「学びのつながり」を生徒自身が意識するようになり，授業内での既習とのつなが

りを意識した発言が増え，主体的に学ぶ生徒が増えた。 

〇「学びのつながり」を学習内容の結びつきだけにとどめず，数学的に考える資質・能力の視点

からもつなげることで，生徒の数学的な見方・考え方を広げることができた。 

○全国学力・学習状況調査の問題の活用，また，生徒の振り返りを分析することで，生徒の誤答

やつまずきを把握することができた。また，これらの分析から，事前に生徒の誤答やつまずき

を予測し，その解消に当たる授業展開を実践することで，生徒の確かな理解へと繋げることが

できた。 

○諸調査や振り返りの分析，日々の授業場面の様子から，教師のねらいと生徒の学習状況の間に

あるギャップを捉えることができ，「指導と評価の一体化」を目指した授業展開を実践するこ

とができた。 

●授業実践を重ねる中で，主体的に学ぶ生徒の育成につながる適切な発問，指示，題材につい

ては，今後も検討する必要がある。 
●生徒が「学びのつながり」を自覚しているかどうかと理解することへの関わりについては，

１単位時間での見とりで考えるのではなく，長期的に見とる必要がある。 

 

４ 今後の取組 

・今回の授業実践で取り上げた単元だけでなく，全ての学年において学習内容の系統性や時間のま

とまりを意識した単元の指導計画を作成するとともに，その見直しを行っていく。 

・主体的に学ぶ生徒の育成のために適切な発問や指示は何か，またどのような題材が考えられるか

を引き続き研究として取り組む。 

・指導に生かすための諸調査の結果分析について，生徒の解答分析をより丁寧に行い，生徒自身の

思考の「学びのつながり」についてより一層の充実を図るようにする。 

・実生活や社会とのつながり、他教科とのつながりなど、「学びのつながり」を広い視点で捉え、研

究を深めていくようにする。 

【本校１・２年生】 １年生 ２年生  質 問 項 目 ４月 11月 ４月 県学調 11月 

１ 数学の勉強は好きだ 43 50 52 54 66 

２ 数学の勉強は大切だ 86 88 98  97 

３ 数学の授業の内容がよく分かる 65 67 75 77 80 

４ 数学ができるようになりたい 95 95 91  93 

５ 
数学の問題が分からないときは，諦めず
いろいろな方法を考える 

64 69 70 70 80 

６ 数学の授業で学習したことを普段の生
活の中で活用できないか考える 53 52 37  56 

７ 数学の授業で学習したことは，将来，社
会に出たときに役立つ 88 85 95  90 

８ 数学の授業で問題を解くとき，もっと簡
単に解く方法がないか考える 64 68 75  73 

９ 
数学の授業で公式やきまりを習うとき，
その根拠を理解するようにしている 

68 75 77 87 88 

10 
数学の授業で問題の解き方の過程をふ
り返って発展的に考える 55 57 69  65 

11 
数学の授業で解決した問題をこれまで
の学習内容と関連付けて考える 

65 77 70  81 

12 
数学の授業で疑問や問いを考えること
が好きだ 41 42 43  62 

13 
数学の授業で学習したことから，疑問や
問いが発生する 76 72 74  74 

14 
数学の授業で発生した疑問や問いを自
ら進んで解決しようとしている 

65 68 59  67  


